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2017-8-17（木）上野不忍池の蓮の花 

 上野不忍池の蓮は見事である。8 月も半

ばとなると花もしおれかかっているのもある

から、見ごたえのあるのは 6月末から 7月中

頃かもしれない。それでも東京にこれだけ

広々と蓮が見られるのは他にはあるまい。天

竜橋（弁天橋）の袂の焼鳥屋のにおいに誘 

次回予定 

当日朝 7 時の天気予報で降水確率 50％を超える

場合中止します。 

 

○2017-10-15（日）隅田川リバーサイド 

   浅草松屋デパート南入り口 10時集合 

○2017－11－26（日）雑司ヶ谷鬼子母神 

   鬼子母神本堂前 10時集合 

○2017-12-7（木）冬枯れの東御苑 

   東御苑大手門 10時集合 

連絡先 一柳 幸 03-3712-9627 

 

 

 

連絡先：一柳 幸 03-3712-9627 

 

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 

 
2017-7-6（木）夜景浅草雷門 
雷門の夜景スケッチを一度やってみ

たいと前から念願していたので、天候に
恵まれたのがいい機会だった。7月 6日
の午後 5 時集合だから日没前の風景を
描くこともできるし、夜のとばりが下りた頃
は夜景スケッチの本番となる次第。 
素早く描き終え筆をおいてからは神

谷バーの電気ブランへと席を移す。今
宵又画壇に花が咲く、といったひと時だ
った。 
  

 

 

 

  

生の対象にならぬのが残念だった。本日日曜

のせいか参詣者が多い。山門から本堂を見て

左側におわす聖観音様は実に立派である。

そして美しいのだ。プロポーションが何とも言

えない曲線美を醸し出している。 
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第
三
十
六
回
支
部
展
は
、
今
年
も
春
日
部
中
央

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
五
月
二
十
三
日
よ
り
二

十
八
日
の
六
日
間
開
催
し
た
。 

 

今
回
の
入
場
人
員
は
五
百
六
十
一
名
と
昨
年
よ

り
二
十
五
名
ほ
ど
少
な
か
っ
た
が
、
会
員
十
名
で

休
会
二
名
あ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
人
員
か
と
思
わ
れ

ま
す
。 

今
年
も
高
校
生
の
作
品
が
十
二
名
十
二
点
（五

十
号
平
均
）
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
二
十
二
名

六
十
一
点
の
展
示
と
な
り
、
三
十
号
以
上
の
作
品

が
四
十
二
点
と
見
ご
た
え
の
あ
る
展
覧
会
と
な
っ

た
。
お
そ
ら
く
近
在
の
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
や
新

日
美
を
含
む
各
支
部
展
を
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
大
き
な
発
表
会
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

内
容
的
に
は
人
物
画
、
静
物
画
が
多
少
少
な
か

っ
た
半
面
、
ア
ク
リ
ル
画
や
水
彩
画
が
多
数
あ
っ
た

点
、
各
自
絵
に
個
性
的
工
夫
が
あ
り
見
ご
た
え
十

分
の
作
品
群
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
余

談
な
が
ら
今
年
度
は
全
国
的
に
難
し
い
と
さ
れ
る

埼
玉
県
展
（
洋
画
部
門
入
選
率
３
０
％
強
）
に
当

支
部
よ
り
六
名
入
選
と
成
果
を
収
め
て
い
る
。
私

も
七
年
ぶ
り
に
出
品
し
た
が
二
段
掛
け
の
隅
の
方

へか
ろ
う
じ
て
飾
ら
れ
た
。 

そ
の
後
市
民
県
展
入
選
作
品
展
が
あ
り
一
段 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
今
回
の
高
校
生
作

品
は
私
と
石
村
委
員
と
で
厳
選
し
四
・
五
点
を
本

展
へ
出
品
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
各
支
部
、

支
部
長
他
多
数
遠
路
春
日
部
ま
で
ご
来
場
く
だ
さ

り
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

われてつい3・4本注文！ しょうがありま

せんね。弁天堂の南側の藤棚の下で

スケッチしながら涼しく快適だった。 

況
裡
に
終
わ
っ
た
。 

 

五
人
展
っ
て
何
な
の
？ 

何
故
こ
の
メ
ン
バ
ー
？

次
回
は
俺
も
入
れ
て
、
等
々
、
周
囲
の
絵
描
き
仲

間
の
反
応
は
様
々
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
こ
の
手
の
美

術
展
は
佐
倉
で
は
初
め
て
の
よ
う
。
は
て
？
五
人

展
は
・
・
。
五
人
展
の
５
人
は
佐
倉
美
術
協
会
の
委

員
で
、
三
大
美
術
展
の
実
行
委
員
長
を
代
わ
り
番

こ
で
や
っ
て
い
た
。
展
覧
会
が
終
わ
る
と
そ
の
都

度
、
そ
の
時
の
実
行
委
員
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て

宴
席
を
設
け
た
。
あ
る
時
、
そ
の
酒
宴
の
席
で
五

人
展
は
決
ま
っ
た
。
飲
ん
だ
席
で
は
決 

   

。 

 
 

 

５
人
、
５
様
。
所
属
団
体
は
別
々
、
画
風
も

色
々
、
個
性
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
面
白
い
五
人
展
と

な
っ
た
。 

 

美
術
館
の
展
示
フ
ロ
ア
ー
を
６
部
屋
に
仕
切
り

１
つ
の
部
屋
を
共
同
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
各
自
が
選

ん
だ
自
分
の
顔
？
と
な
る
作
品
を
展
示
。
残
り

の
５
部
屋
を
５
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
展
ル
ー
ム
と
し

各
々
大
小
２
０
数
点
を
展
示
し
て
自
由
に
使
っ

た
。
椅
子
や
長
机
（
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
た
作
品
を

展
示
）
は
訪
問
客
を
引
き
止
め
る
の
に
効
果
的

だ
っ
た
。 

 

五
人
展
に
要
人
が
来
訪
。
佐
倉
市
長
で
書
家

の
蕨
さ
ん
。
佐
倉
で
開
催
の
色
々
な
展
覧
会
に

足
を
運
ん
で
は
作
家
と
談
笑
。
文
化
都
市
佐
倉

に
相
応
し
い
市
長
で
あ
る
。 

 

こ
の
五
人
展
が
若
手
委
員
の
刺
激
と
な
り
、
次

の
？
人
展
へ
と
繋
が
れ
ば
、
そ
し
て
色
々
な
形
で

の
美
術
展
が
活
発
に
な
れ
ば
と
期
待
す
る
。 

 

2017-9-24（日）芝公園増上寺とその周辺 

 暑くなく寒くなく、まさしく秋の麗日であ

る。芝増上寺の有名な三解院門は工事中

でその裾まわりは白いシートで被われ写 

 
掛
け
で
六
名
全

員
正
当
に
飾
ら

れ
た
事
報
告
い

た
し
ま
す
。 

次
は
九
月
初

旬
に
新
日
美
本

展
（
全
員
出
品

予
定
）
の
作
品
合

評
会
を
行
う
こ

と
で
支
部
展
は

終
了
し
た
。 

今
年
も
当
支

部
よ
り
多
数
の

受
賞
者
を
出
し 

 
 

 

栃
木
支
部 

 

蕪
木
節
男 

 
 

 

第
二
回
栃
木
支
部
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
４
Ｂ
に

て
、
４
月
２
５
日
（
火
）
よ
り
３
０
日
の
⒍
日
間
開
催

し
ま
し
た
。 

 

出
品
者
は
支
部
会
員
２
０
名
に
、
賛
助
出
品
者

３
名
、
森
屋
代
表
、
鈴
木
事
務
局
長
、
土
屋
委
員

に
ご
協
力
を
頂
き
２
３
名
、
出
品
点
数
３
８
点
に

及
び
大
変
充
実
し
た
展
示
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

 
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
又
会
場
の
利
便
性
、
他
の
団

体
の
展
覧
会
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
来
観
者
数
約
７
０

０
名
に
も
お
よ
び
盛
況
で
し
た
。
県
庁
１
５
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
懇
親
会
に
は
鈴
木
事
務
局
長
も
出

席
、
会
の
現
状
の
説
明
も
あ
り
会
の
運
営
上
の
課 

 
題
も
よ
く
理
解
出

来
、
今
後
支
部
会

員
一
同
、
会
員
確

保
と
各
人
の
作
品

制
作
に
努
力
す
る

事
を
確
認
し
ま
し

た
。
来
場
者
の
中
に

は
近
隣
の
大
学
生

や
デ
ザ
イ
ン
学
校
の

外
国
人
美
大
生
も

来
場
し
、
色
々
と
専

門
的
な
質
問
も
あ

り
盛
り
上
が
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

又
、
他
支
部
よ
り
ご

来
場
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

人
展
は
決
ま

っ
た
。
飲
ん
だ

席
で
は
決
ま

る
の
が
早
い
。

５
人
は
そ
れ

ぞ
れ
の
公
募

展
に
出
品
し

た
作
品
が
部

屋
の
隅
で
眠

っ
て
い
て
、
久

し
ぶ
り
に
虫

干
し
が
出
来

る
、
と
大
喜

び
。 

 

佐倉市長の蕨さんも来場（左から 3人目）  

五
人
展
を
開
催
し
て 

 

石
原 

修 
 

 

盛
夏
の
最
中
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
佐
倉
市
立
美

術
館
（以
降
、
美
術
館
）で
五
人
展
を
開
催
し
、
盛 


